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いずみ学級 生活単元学習指導案 

 

１ 単元名  見て！ぼくたちのおもてなし ～ようこそ いずみ苑へ～ 

２ 単元目標 

・クッキーを作ってプレゼントしたり、お世話になった方を招待してお茶やお菓子を出すおも 

てなしをしたりすることで、お礼の気持ちを伝える大切さと人のために何かをできる喜びを 

感じたり、自信をもったりすることができる。 

・クッキー作りやおもてなしの練習にペアやグループを組んで取り組む中で、友達と一緒に活 

動する楽しさを感じたり、気付いた友達のがんばりを自分なりに表現したりすることができ 

る。 

３ 単元の構想 

 ＜地域の教材化＞ 

  毎年、子どもたちはお世話になった先生にプレゼントと手紙を渡し、お礼をする活動をして

いる。人に感謝を伝えたり、喜んでもらったりする体験を通して、相手の気持ちを考えながら、

より多くの人に喜んでもらいたいという願いをもっている。本単元では、お世話になっている

先生にクッキーをプレゼントし、その経験を生かして、昔の遊びを教えてくださる遊びの先生

を招き、おもてなしをすることを計画する。まず、学区にある丈山苑で抹茶をいただく体験を

する。丈山苑とは、和泉町で生まれた武士・文人である石川丈山が後半生に過ごした京都の詩

仙堂をイメージして再現したものである。そこでは、自適に生きた丈山の心を、四季折々の草

木を通して感じることができる。そのような丈山苑で、お茶やお菓子の運び方や歩き方を学ぶ

ことで、具体的なおもてなしのイメージをもつことができると考える。 

 ＜教材との出会わせ方の工夫＞ 

単元の導入として、昨年度のポテトハウスの方との交流を思い出させる。クッキーをプレゼ

ントして喜んでもらった体験や、一緒に魚釣りゲームをして楽しんでもらった体験を思い出す

ことで、人のために何かをしてあげたいという思いをもたせる。そして、お世話になっている

先生について考える場面を設定し、お礼をする活動を行う。友達と協力をしてプレゼントを用

意することで、相手に喜んでもらうために責任をもって最後までがんばる楽しさを感じること

ができると考える。また、お世話になっている先生からお礼の手紙をもらったり言葉をかけて

もらったりすることで、達成感や喜びを感じ、もっとたくさんの人に何かをしてあげたいとい

う気持ちをもつことができると考える。その経験をもとに、昔の遊びを教えてくださる遊びの

先生にお礼をしようという活動を設定し、感謝の気持ちを伝えるおもてなしをしようという意

欲を高められるようにしていく。 

 ＜体験活動やＧＴ（ゲストティーチャー）の活用＞ 

  自分たちでがんばって作ったクッキーをプレゼントして相手に喜んでもらう体験は、達成感

や次時への意欲へとつながっていくと考える。そこで、子どもたちが感じる「もっとたくさん

の人に何かをしてあげたい」という思いを実現するために、丈山苑で抹茶やお菓子をいただく

体験をし、相手をもてなす方法を学ぶ。笑顔でお茶を出してもらったり、優しく「どうぞ」と

お茶を出してもらったりする体験をすることで、お茶をそっと運んだり笑顔で接したりして、

相手が喜ぶおもてなしを自分たちもやりたいという思いにつなげていく。 

＜発信の仕方の工夫＞ 

  友達と一緒に練習してきたおもてなしを昔の遊びの先生を招待して発表することで、次は、

自分たちの家の人にもがんばる姿を見てもらいたい、家でもやってみたいと思うだろう。そこ

で、授業参観で家の人を招待して自分たちのがんばる姿を発表し、ほめられたり励まされたり

して、自信をもつことができる場を設定する。 
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４ 単元構想図（全４０時間） 

手 立 て ① 単 元 構 想 

 

イ 教材との出会わせ方 

 昨年の生活単元学習で、

お菓子を作って食べたこと

や、ポテトハウスの方々と

交流したことを思い出させ

ることで、人のために何か

をしてあげたいという意欲

を高めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 体験活動 

 プレゼントのクッキーを

準備する際に役割分担をす

ることで、相手に喜んでも

らうためには、一人一人が

役割を果たさなければいけ

ないことに気付かせ、意欲

的に活動できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 体験活動 

 丈山苑で自分がお茶を出

してもらうことを体験する

ことで、相手のことを考え

た行動に目がいくようにす

る。 

 

ウ ＧＴの活用 

 自分たちの様子と丈山苑

の方の様子を比べたり、ア

ドバイスをいただいたりす

ることで、相手のことを考

えたおもてなしができるよ

うにする。 

 

 

エ 発信の仕方の工夫 

 招待した人たちからお礼

を言われたりほめられたり

する体験をすることで、相

手のことを考えたおもてな

しができたことに自信をも

たせる。また、みんなでお

もてなしをして招待した人

たちに喜んでもらうこと

で、一緒に頑張る楽しさを

感じられるようにする。 

【つかむ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひたる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひろげる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人のために役立ちたいな  何かしてあげたいな 

お礼をしたいな  プレゼントしたいな 

クッキーをプレゼントする準備をしよう 

５個ずつ数えて分ける練習をしよう 

・５個ずつ入れて渡したら「ありが
とう」と言ってくれた子がいるよ 

ラッピングタイで止める練習をしよう 紙袋を作ろう 

・きれいに止めて渡したら、○○君がほ
めてくれたよ 

・印に合わせて折って「どうぞ」と渡した
らにっこり「ありがとう」と言ってくれ
たよ 

ラッピングの練習をしよう 

もっとたくさんの人に喜んでもらいたいな 

「ありがとう」って、ぼくも伝えたいな 

おもてなしをしよう 

昔の遊びの先生にもお礼をしたいな 

お茶の運び方やおもてなしのやり方を教えてもらいたいな

いな 

昔の遊びの先生を招待して、おもてなしをしたいな 

いずみ苑を開こう（昔の遊びの先生を招待しよう） 

いずみ苑を開こう（お家の人を招待しよう） 

・優しくそっとお茶を置いたら、先生がにっこりしてくれたよ 
・少しこぼれたけど「上手だよ」とほめてくれたよ 
・「どうぞ」と言ったら「ありがとう」と言ってくれて、嬉しかった 

上手にできるところを、家の人に見てもらいたいな 

・おいしいって言ってくれてうれしいな 
・上手にできたよ 
・喜んでもらえてよかったね 

自分で上手にできるよ  家で手伝いがしたいな 

ポテトハウスとの交流を思い出そう 

・クッキーをプレゼントしたよ 
・魚釣りゲームを一緒にやったよ 
・とても喜んでくれて、うれしかったな 

1 

交流の先生やお世話になっている先生を知ろう 

・クラスと名前を覚えよう 
・交流のほかにもお世話になっている先生がいるよ 

2 簡単に作れるおやつを作ろう 

・去年、ホットケーキを作ったよ 
・クッキーがいいな 
・せんべいを作ってみたいな 
・たくさん作れるものがいいよ 

3 

 

クッキーの作り方を知ろう 

・小麦粉と砂糖を混ぜます 
・バターもいるよ 
・混ぜたら伸ばして、型を抜くよ 

4 

 
プレゼントする先生に手紙を書こう 

・マスゲームを教えてくれて、ありがとうございます 
・音楽を教えてくれて、ありがとうございます 

5・6 

 

仕事を分担してクッキーを作る練習をしよう 

・バター係 ・小麦粉係 ・砂糖係 ・混ぜる係 
・のばす係 ・型抜き係 ・丸める係 ・焼く係 

7～9 

 

どんなクッキーを作ろうかな 

・味の種類を増やしたいな 
・チョコレート味も作りたいな 

10 

 

上手に作るための練習をしよう 

・粘土で生地をのばす練習をがんばるぞ 
・はかりの目盛を読む練習をします 
・生地を丸める練習をがんばります 

11・12 

13～16 

 

2 

 

 

 

 

クッキーを作ろう 

・ぼくが砂糖を入れる時、目盛を見て教えてくれたよ 
・混ぜる時「こぼさないようにね」と応援してくれたよ 

クッキーを作ってプレゼントしよう 

・「ありがとう」と言ってもらえて嬉しかったな 
・「おいしい」って言ってくれたよ 

プレゼントしよう 

17～20 

 

2 

 

 

 

 次は、誰にあげようかな 

・交流の友達にあげたいな 
・お店屋さんを開いて、来てもらうのもいいな 

21 

おもてなしを知ろう（丈山苑で抹茶体験をしよう） 

・お菓子が、お皿にのっていたよ 
・優しい声で「どうぞ」って言ってくれた 
・お茶を運ぶ人もお客さんも静かだったよ 

22・23 

丈山苑の人におもてなしを教えてもらおう 

・お茶をそっと運んでいたよ 
・相手の顔を見て「どうぞ」と言うといいよと教えてくれたよ 

24・25 
いずみ苑の準備をしよう 

・看板を作ろう 
・コースターも作りたいね 
・お菓子もあるといいね 

26～30 

おもてなしの練習をしよう 

・そっと運んで「どうぞ」とお茶を出すと、にっこり笑ってくれたよ 
・少しこぼれたけど、「ありがとう」と言ってくれたよ 
・むずかしいけど、がんばると喜んでもらえるね 

31～36 

（本時35） 

2 

37・38 

38 

 

2 

 

 

 

 

39・40 

 

38 

 

2 

 

 

 

 

 

昔の遊び名人になろう 
（生活・総合） 

昔の遊びを知ろう 

昔の遊びを教えてもらおう 

・けん玉、こま、あやとり、 

竹とんぼ、お手玉 

・○○ちゃんのおじいちゃんみたいに

上手になりたいな 

・ぼくは、こまを上手に回したいな 

昔の遊びに挑戦しよう 
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(3) 展 開 
 発問・指示             子どもの活動            ◎全体へのはたらきかけ           ○個への支援          手立て② 

見 

つ 

け 

る 

A（２年） Ｂ（２年） Ｃ（４年） Ｄ（５年） Ｅ（６年） Ｆ（５年） Ｇ（３年） Ｈ（２年） Ｉ（１年） J（１年） 

１ おもてなしのポイントとめあてを確認しよう         ◎おもてなしのポイント「相手を見る」「笑顔（にっこり）」「どうぞと言う」と、めあてを書いたカードを黒板にはる （ア） 
・にっこり「どうぞ」
と言ってお茶を置く 

・友達の良いところを
見つける 

○自分のめあてを思い出
せるよう始めの文字を
言って促す。  （イ） 

・相手の目を見てにっ
こりとお茶を置く 

・嬉しかったことを見つ
ける 

○「～です」と発表できる
よう声をかける。 （イ） 

・「どうぞ」と言ってお
茶を置く 

・友達の良いところを見つ
ける 

○めあてを書いたカード
を見せて一緒に言う。 

         （イ） 

・相手を見て「どうぞ」
と言ってお茶を置く 

・友達の良いところを見
つける 

○自分のめあてを思い出
せるよう始めの文字を
言って促す。   （イ） 

・相手の顔を見てから
礼をしたり「どうぞ」
と声をかけたりする 

・みんなの良いところを見
つける 

○「～です」と発表できる
よう声をかける。 （イ） 

・こぼさないようにお茶を
運んだり、相手の顔を見
てから礼をしたりする 

・みんなの良いところを見
つける 

○「～です」と発表できる
よう声をかける。 （イ） 

・相手を見て笑顔で「ど
うぞ」と言ってお茶を
置く 

・友達の良いところを見つ
ける 

○「～です」と発表できる
よう声をかける。 （イ） 

・「どうぞ」や「ありが
とう」を言う 

・友達の良いところを見つ
ける 

○めあてを書いたカード
を見せて一緒に言う。 

      （イ） 

・にっこり笑顔でお茶
を運ぶ 

・嬉しかったことを見つけ
る 

○「～です」と発表できる
よう声をかける。（イ） 

 

・にっこり笑顔でお茶
を運ぶ 

・嬉しかったことを見つけ
る 

○めあてを書いたカード
を見せて一緒に言う。 

         （イ） 

深 

め 

る 

・ 

広 

げ 

る 

２ おもてなしの練習をしよう 
 
 
・児童 J からお茶を出さ
れたら「ありがとう」と
言う 

○言葉が出ないときは「ど
んな気持ちかな」と言っ
て促す。    （イ） 

○相手の顔を見て笑顔で
言うように促す。 （イ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童Ｂが運ぶ時に、皿に
お菓子をのせる仕事を
手伝う 

○皿にのせたら「お願いし
ます」と児童Ｅに言って
お盆を渡すように声を
かける。    （イ） 

・お茶やお菓子を笑顔で運
ぶ 

○こぼさないように歩く
よう声をかける。 （イ） 

・「どうぞ」と言ってお茶
を置く 

○笑顔で「どうぞ」と言う
ように声をかける。（イ） 

 
 
 
 
 

 
 
・座布団を準備する 
○自分で置くことができ
るように、目印のシール
を付けておく。 （ア） 

・児童Ｉからお茶を出され
たら「ありがとうござい
ます」と言って礼をす
る 

○児童Ｉがお茶を運ぶ様
子に注目できるよう「見
る」「にっこり」「どうぞ」
の見るポイントを書い
たカードを提示する。 

         （ア） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・皿にお菓子をのせる 
○箸を使って丁寧に置く
ように声をかける。（イ） 

 
 
 
 
・相手の目を見て「どうぞ」
と言ってお茶を置く 

○下を向いてしまった際
は、相手の顔を見るよう
促す。     （イ） 

○動作の手順を忘れてし
まった際には手順カー
ドを見せて自分で次の
動作を思い出せるよう
にする。    （ア） 

○相手に合わせて会釈を
返すよう声をかける。 

                  （イ） 

 
 
・児童Ｇからお茶を出され
たら「ありがとうござい
ます」と言う 

○言葉が出ないときは「ど
んな気持ちかな」と言っ
て促す。    （イ） 

○相手の顔を見て言うよ
うに促す。    （イ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・準備してもらったお茶と
お菓子を運ぶ 

○お盆を受け取ったら「あ
りがとう」と言うように
声をかける。   （イ） 

 
 
・お茶をこぼさないように
運ぶ 

○こぼさないようにお茶
やお菓子をよく見て歩
くよう声をかける。（イ） 

・「どうぞ」と言ってお茶
を置く 

○動作を丁寧に行うよう
に「見る」「両手」など
動作について一つずつ
声をかける。  （イ）                

 
 

 
 
・お茶とお菓子を置くシー
トを準備する 

○自分で置くことができ
るように、目印のシール
を付けておく。 （ア） 

・児童Ｆからお茶を出され
たら「ありがとうござい
ます」と言って礼をす
る 

○児童Ｆがお茶を運ぶ様
子に注目できるよう「見
る」「にっこり」「どうぞ」
の見るポイントを書い
たカードを提示する。 

         （ア） 
・お菓子を作る練習をする 
○意欲が持続するように、
順番を待つ間、お菓子を
作る練習をする。（ア） 

○材料を混ぜたら児童Ｅ
に「焼いてください」と
頼むように声をかける。 

         （イ） 
 
 
 
 
 
 
 
・お盆に皿をのせる 
○皿をのせたら「お願いし
ます」と児童Ｂに言って
お盆を渡すように声を
かける。    （イ） 

○皿ののせ方を示した写
真を用意する。  （ア） 

・相手の顔を見て「どうぞ」
と言ってお茶を置く 

○「そっと」「ゆっくり」
「両手で」など一つ 一
つ丁寧に取り組むよう
に声をかける。 （イ） 

 
 
 
 
 

 
 
・児童Ｂ・Ｄに声をかけ、
客間の準備をする 

○自分から声をかけられ
るように、仕事の分担を
示したカードを提示す
る。      （ア） 

・児童Ｈからお茶を出され
たら「ありがとうござい
ます」と言って礼をす
る 

○児童Ｈがお茶を運ぶ様
子に注目できるよう「見
る」「にっこり」「どうぞ」
の見るポイントを書い
たカードを提示する。 

         （ア） 
・お菓子を作る練習をする 
○意欲が持続するように、
順番を待つ間、お菓子を
作る練習をする。（ア） 

○自分で考えて活動でき
るように、手順を示した
カードを用意する。 

         （ア） 
 
・児童Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに声
をかけ、お茶とお菓子の
準備をする 

○仕事を分担して行うよ
うに声をかける。 （イ） 

・湯呑にお茶を入れる 
○お茶を入れたら、運ぶ友
達に「お願いします」と
声をかけるように促す。 

         （イ） 
・お茶を運び、相手の顔を
見て礼をしたり「どう
ぞ」と声をかけたりする 

○動作の手順を忘れてし
まった際には手順カー
ドを見せて自分で次の
動作を思い出せるよう
にする。    （ア） 

○自分のことでいっぱい
になってしまった際は、
相手の反応をよく見る
よう声をかける。 （イ） 

○同じグループの人が活
動している様子に注目
するように声をかける。      

(イ) 

 
 
・児童Ｇ，Ｈ，Ｉ，Ｊに声
をかけ、お茶とお菓子の
準備をする 

○仕事を分担して行うよ
うに声をかける。 （イ） 

・湯呑にお茶を入れる 
○お茶を入れたら、運ぶ友
達に「お願いします」と
声をかけるように促す。 

         （イ） 
 
 
・お茶をこぼさないように
歩いたり、両手でそっと
置いたりする 

○「そっと」「ゆっくり」
「両手で」など一つ一つ
丁寧に取り組むように
声をかける。  （イ） 

○同じグループの人が活
動している様子に注目
するように声をかける。      

 （イ） 
 
 
・児童Ｄからお茶を出され
たら「ありがとうござい
ます」と言って礼をす
る 

○児童Ｄがお茶を運ぶ様
子に注目できるよう「見
る」「にっこり」「どうぞ」
の見るポイントを書い
たカードを提示する。 

         （ア） 
・お菓子を作る練習をする 
○意欲が持続するように、
順番を待つ間、お菓子を
作る練習をする。 （ア） 

○焼き上がりを待つ間、湯
呑を集めたり洗ったり
するように声をかける。 

          （イ） 
・児童Ｇ・Ｈに声をかけ、
客間の片付けをする 

○自分から声をかけられ
るように、仕事の分担を
示したカードを提示す
る。      （ア） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
・皿にお菓子をのせる 
○箸を使って丁寧に置く
ように声をかける。（イ） 

 
 
 
 
・相手の顔を見て「どうぞ」
と言ってお茶を置く 

○「見る」「そっと」「ゆっ
くり」など一つ一つ丁寧
に取り組むように声を
かける。   （イ） 

 
 
 
 
 
 
 
・児童Ｃからお茶を出さ
れたら「ありがとうご
ざいます」と言って礼
をする 

○児童Ｃがお茶を運ぶ様
子に注目できるよう「見
る」「にっこり」「どうぞ」
の見るポイントを書い
たカードを提示する。 

         （ア） 
・お菓子を作る練習をする 
○意欲が持続するように、
順番を待つ間、お菓子を
作る練習をする。 （ア） 

○自分で考えて活動でき
るように、手順を示した
カードを用意する。 

         （ア） 
・座布団を片付ける 
○児童Ｆの声かけを聞い
て自分から片付けるこ
とができたら、大いにほ
める。      （イ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
・児童Ｉが運ぶ時に、お盆
に皿をのせる仕事を手
伝う 

○皿をのせたら「お願いし
ます」と児童Ｇに言って
お盆を渡すように声を
かける。    （イ） 

・相手を見て「どうぞ」と
言う 

○お茶を出す際に相手の
顔を見て「どうぞ」と言
うよう促す。   （イ） 

○相手に伝わる声の大き
さで言うように声をか
ける。      （イ） 

 
 
 
 
 
・児童Ｅからお茶を出され
たら「ありがとう」と言
う 

○言葉が出ないときは「ど
んな気持ちかな」と言っ
て促したり、言葉のカー
ドを見せたりする。 

         （イ） 
○相手に伝わる声の大き
さで言うように声をか
ける。      （イ） 

 
 
 
 
 
 
 
・お茶とお菓子を置くシー
トを片づける 

○児童Ｆの声かけを聞い
て自分から片付けるこ
とができたら、大いにほ
める。      （イ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
・お盆に皿をのせる 
○皿をのせたら「お願いし
ます」と児童Ｇに言って
お盆を渡すように声を
かける。    （イ） 

○皿ののせ方を示した写
真を用意する。  （ア） 

・ゆっくり優しくお茶を運
ぶ 

○相手を意識できるよう、
「どのように運んだら
いいかな」と声をかけ
る。       （イ） 

○動作の手順を忘れてし
まった際には手順カー
ドを見せて自分で次の
動作を思い出せるよう
にする。      （ア） 

 
 
・児童Ｂからお茶を出され
たら「ありがとうござい
ます」と言って礼をす
る 

○児童Ｂがお茶を運ぶ様
子に注目できるよう「見
る」「にっこり」「どうぞ」
の見るポイントを書い
たカードを提示する。 

         （ア） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
・準備してもらったお茶と
お菓子を運ぶ 

○お盆を受け取ったら「あ
りがとう」と言うように
声をかける。   （イ） 

 
 
・お茶やお菓子を笑顔で運
ぶ 

○こぼさないようにお茶
やお菓子をよく見て歩
くよう声をかける。（イ） 

・「どうぞ」と言ってお茶
を置く 

○笑顔で「どうぞ」と言う
ように声をかける。（イ） 

○相手を見てゆっくりと
言えるよう声をかける。  

         （イ） 
 
・児童Ａからお茶を出され
たら「ありがとう」と言
う 

○言葉が出ないときは「ど
んな気持ちかな」と言っ
て促す。    （イ） 

 
 
 

振 

り 

返 

る 

３ 振り返りをしよう  ◎自分だけでなく同じグループの友達の頑張ったことも発表するように伝える（イ）   ◎友達からもほめてもらえたことが分かるように、めあてカードの横に花丸マークをつける（エ） 
・にっこりできた 
・運んでくれてありがとう 
○できたことが発表でき
るように、めあてを思い
出すように声をかける。 

            (オ） 
 

・相手の目を見て「どうぞ」
と言えた 

・児童Ｉが「ありがとう」
と言ってくれて嬉しか
った 

○友達の頑張りを発表で
きるよう児童Ｅがどの
ように運んでいたか具
体的に声をかける。(オ） 

 

・「どうぞ」と言えた 
・運んでくれたてありがと
う 

○やったことを思い出し
て話せるように、始めの
文字を言って促す。(オ） 

・児童Ｆを見て「どうぞ」
が言えた 

・児童Ｆがそっとお茶を置
いてくれて嬉しかった 

○友達の頑張りを発表で
きるようおもてなしの
ポイントを思い出すよ
うに声をかける。 (オ） 

・相手の顔を見て礼をした
り「どうぞ」と声をかけ
たりした 
・児童Ｈが「どうぞ」と言
ってくれて嬉しかった 

○友達の頑張りを発表で
きるようおもてなしの
ポイントを思い出すよ
うに声をかける。 (オ） 

・相手の顔を見て礼をした
り「どうぞ」と声をかけ
たりした 

・児童Ｄがぼくを見て「ど
うぞ」と言ってくれて嬉
しかった 

○友達の頑張りを発表で
きるようおもてなしの
ポイントを思い出すよ
うに声をかける。 (オ) 

・児童Ｃを見て「どうぞ」
が言えた 

・児童Ｃがにっこりし
てくれたから嬉しか
った 

○児童Ｃの頑張りを発表
できるよう、「にっこり」
「どうぞ」のポイントを
思い出すように声をか
ける。       (オ） 

・「どうぞ」と言えた 
・優しく置いてくれてうれ
しかった 
○やったことを思い出し
て話せるように、始めの
文字を言って促す。(オ） 

・にっこりできた 
・児童Ｂがにこにこで「ど
うぞ」と言ってくれてあ
りがとう 

○友達の頑張りを発表で
きるよう児童Ｂがどの
ように運んでいたか具
体的に声をかける。(オ） 

 

・にっこりできた 
・児童Ａがにこにこで嬉し
かった 

○できたことが発表でき
るように、めあてを思い
出すように声をかける。 

                (オ） 
 

(4) 評 価 

・各自のめあてを達成することができたか、活動の様子や振り返りの発言から判断する。 

 ・ペアの友達のがんばりを見つけることができたか、活動の様子や振り返りの発言から判断する。 

前 半 ： 運 ぶ 係 

前 半 ： 運 ぶ 係 （Ｔ２） 

後 半 ： 運 ぶ 係 （Ｔ２） 

前 半 ： 客 の 係 （Ｔ１） 

後 半 ： 客 の 係 （Ｔ１） 
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５ 本時の指導（３５／４０）               

 

⑴ 目 標 

   おもてなしの練習や準備をグループで行う活動を通して、グループの友達同士で話し合っ

たり、助け合ったりし、友達のがんばりやよさを見つけることができる。 

⑵ 個別のめざす子どもの姿 

 

 

 めざす子どもの姿 

Ａ 

２

年 

・お茶をこぼさないように運び、笑顔で「どうぞ」と言うことができる。 

・仲の良い児童Ｊがお茶を運ぶ様子を見て、上手にできたことを言葉で発表すること

ができる。 

Ｂ 

２

年 

・相手の目を見て「どうぞ」と言ってお茶を置き、相手の様子を見て笑顔で礼をする

ことができる。 

・仲の良い児童Ｉにお茶を運んでもらった感謝の気持ちを発表することができる。 

Ｃ 

４

年 

・お茶をこぼさないように運び、相手を見て「どうぞ」と言うことができる。 

・仲の良い児童Ｇがお茶を運ぶ様子を見て、上手にできたことを言葉で発表すること

ができる。 

Ｄ 

５

年 

・相手が喜んでくれるように、こぼさないように歩いたり、背筋を伸ばして座り、相

手を見てお茶を置いたりすることができる。 

・同じ学年の児童Ｆの活動の様子を見て、がんばっていたところを発表することがで

きる。 

Ｅ 

６

年 

・相手の顔を見てから礼をしたり「どうぞ」と声をかけたりすることができる。 

・低学年の子がこぼさないように運べるように声をかけたり、がんばりを認めたりす

ることができる。 

Ｆ 

５

年 

・相手が喜んでくれるように、こぼさないように歩いたり相手の顔を見てから礼をし

たりすることができる。 

・困っている低学年の子を助けたり、がんばっている友達をほめたりすることができ

る。 

Ｇ 

３

年 

・相手のことを思いやったおもてなしができるように、こぼさず丁寧にお茶を運んだ

り顔を見て声をかけたりすることができる。 

・仲の良い児童Ｃがお茶を運ぶ様子を見て、上手だったところや思ったことを発表す

ることができる。 

Ｈ 

２

年 

・相手の顔を見て、伝わる声の大きさで「どうぞ」や「ありがとう」を言うことがで

きる。 

・仲の良い児童Ｅがお茶を運ぶ様子を見て、上手にできたことを発表することができ

る。 

Ｉ 

１

年 

・相手に喜んでもらえるように笑顔で優しくお茶を運ぶことができる。 

・いつも気にかけている児童Ｂがお茶を運ぶ様子を見て、感謝の気持ちを発表するこ

とができる。 

Ｊ 

１

年 

・笑顔でお茶を運んだり「どうぞ」と言ったりすることができる。 

・仲の良い児童Ａがお茶を運んでくれた様子を見て、うれしい気持ちを言葉で発表す

ることができる。 
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